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今回は、平成28年７月にオープンした福島県環
境創造センター交流棟（コミュタン福島）を紹介
します。この施設は体験型の展示や全球型シア
ターなどで、福島の現状や放射線・環境問題につ
いて楽しく学ぶことができます。放射性物質に対
する皆さんの不安や疑問に答え、環境の回復と創
造へ意識を深めるだけでなく、福島の未来を考え、
創り、発信するきっかけとなる場を目指す施設で
す。室内は「ふくしまの 3.11 から」「ふくしまの
環境のいま」「放射線ラボ」「環境創造ラボ」「環

境創造シアター」の５つのエリアで構成されてい
ます。週末には体験教室も開かれています。ぜひ
一度行ってみてください。

●環境創造ラボ
　再生可能エネルギーや循環型社会について学べる
展示エリアです。「原子力に依存しない福島」に向
け、すでに始まっている取り組みや最新情報を紹介
し、未来の環境創造に向けて「自分ができること」「み
んなでできること」への意識を高めます。
　また体験型装置「ふくしま環境創造タウン」は、
壁面モニター上に表示された街に、自分の顔写真を
取り込んだキャラクターを入り込ませ、その街での
エコ活動などを体験できます。

●環境創造シアター
　地球の100万分の 1の長さ、直径12.8ｍの球体の
内側すべてがスクリーンで､ 360度全方位に映像が
映し出される全球型シアターです。県のオリジナル
番組「放射線の話」と「福島ルネッサンス」を上映
します。「放射線の話」は、身近な視点で放射線に
ついて理解を深め、展示で学んだ内容も復習できま
す。「福島ルネッサンス」は、福島の自然、伝統の
祭りや文化などを迫力満点の全球映像で体感でき、
福島の魅力に改めて気付かせてくれます。
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データ
【住　所】三春町深作10-2（田村西部工業団地内）
【時　間】午前９時～午後５時
【休館日】毎週月曜日と12月29日～１月３日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
【入館料】無料
【電　話】0247-61-5721【HP】http://www.com-fukushima.jp/

ふくしま環境創造タウン

全球型シアター

教えて おおちゃん
放射性物質

Part.34　コミュタン福島に行ってみよう！

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

●ふくしまの 3.11 から
2011年３月11日に発生した地震、津波そして東
京電力福島第一原発事故から現在までの福島の復興
の歩みを、大型スクリーン「ふくしまの歩みシア
ター」や模型、年表、当時の新聞記事で振り返りま
す。11分間の映像では原発事故からの復興の歩み
を伝えるほか、事故直後の福島第一原子力発電所の
様子を再現した模型も展示しています。

●ふくしまの環境のいま
福島の現在の姿を知ってもらう展示エリアです。

原発事故後の現状に関する様々なデータを展示して
いるほか、河川や湖の水質、大気汚染の状況など福
島の環境に関する「今」を学べます。中でも 2011

年３月11日午後２時46分から現
在までの経過時間をリアルタイ
ムで表示する「3.11 クロック」
は必見で、本県が復興に向けて
懸命に歩み、そしてこれからも
歩み続ける途中であることを表
現しています。

●放射線ラボ
体験を通し、放射線を「知る」「測る」「身を守る」「除
く」の４つのテーマを学ぶ展示エリアです。五感で
は感じることのできない放射線とは「どんなものか」
「何に気をつければいいのか」など誰もが抱く疑問
を、理解しやすいよう体験型展示で答えます。
　その一つ「放射線見える化ウォール」は、放射線
の種類や放射線の透過能力について、人の動きに反
応するディスプレイ上のキャラクターを操作して、
ゲーム感覚で学ぶことができます。また、ＡＲ（拡
張現実）技術を活用した「放射性物質検索ビュアー」
は、専用のタブレットを使い、壁画に描かれた様々
な地点の原発事故後の状況、取り組みをアニメー
ションで紹介しています。

ふくしまの歩みシアター（上）
と福島第一原発の模型（右）

放射性物質検索
ビュアー（上）
と放射線見える
化ウォール（右）

3.11 クロック




